西条実習日誌　

7330-21-7271　Ｍ１ 近藤章太郎
--------------------------------------------------------------------------------
□ 9/3（木）

--------------------------------------------------------------------------------
· 早朝、フェリーは伊予西条港に入港
· 庭石屋の数の多さが目に付く ⇒ 西条市が青石の名産地
· ＪＲ伊予西条駅到着後、バス発車時刻まで市内を散策して時間を潰す
· 日本の名水の地としても名高い西条市には至る所に「うちぬき」が見られる
· 商店街は寂れている様子（早朝のため、そう見えた？）

· ゴミ袋（燃えるゴミetc.）には出した人の名前を記入するよう義務付けられている
· 市内掲示板に示された避難所の多さが印象的
· ふれあいの里（小学校跡地）

· 公民館（中学校跡地）
· 毎週土曜日は公民館にてカラオケ大会

· ９月１５日に敬老会

· 人を捜しに当てもなく山に入る

---------------------------------------------------------------------
公民館の館長Aさんの語り
· かつてのこの辺りは、六ヶ村（兎之山村、黒瀬山村、大保木山村、中奥山村、西之川山村、東之川山村）が統合された大保木村と呼ばれる地域であった。
· 旧大保木村には昭和31年時に約900戸、3500人ほどが住んでいた。
· 現在は空き家も多く、住民は300人ほど。（黒瀬ダム上流には約100戸の家が点在）

· 同じ苗字の人が多い。（伊藤、工藤、藤原etc.）

· 「旧西条」「旧東予」という言い方が残っているところを見ると、市町村合併は成功したとは言い難いのではないか。
· 出張所は不要。（⇒ 大きな市役所を一つ作ったほうがいいという考え）
· サルやイノシシが出ては頻繁に作物が荒らされる。
· 毎週土曜日の午後３時からは獅子舞の練習がある。
（⇒ 地元の小学生が太鼓隊である“なぶり子”を担う）

極楽寺近くの民家に住むB老夫婦の語り　（大保木地区／松ノ木）

· 大保木集落内で人が住んでいるのは18軒で、ほとんどが１人or２人暮らし。
（20年前は40軒ほどあった）
· 平成16年の台風21号の被害により、街へ通じる道路が塞がれ１ヶ月ほど軟禁状態に遭った。（⇒「ふれあいの里」にヘリで物資供給があった）
· 「ふれあいの里」へは徒歩30分ぐらい。
· 「公民館」「ふれあいの里」でのイベントの際、集落住民はほぼ全員参加する。
· 大正琴、カラオケetc.のイベントがある。
(毎年催される運動会では、外部の小学校の生徒が主役である中、集落のお年寄りたちはお茶汲み係などを担い、皆で楽しむ)
· この辺りは松ノ木と呼ばれる小部落で、人が住んでいる家は２軒ほど。
· 道路は舗装されており、車の入出は比較的容易。
· 外からの定住者もいる。
（ex. 極楽寺の下方に住む徳島から入村したCさん）

· 沿道の管理では18軒が全員で協力して定期的に草刈りを実施する。
· 盆や正月には子どもや孫の一家が家に寄り集まる。
· 若い人たちの定住を希望している。
（⇒地域に賑わいや労力を希求）
· 栽培している作物は、トウモロコシ、ナス、白菜、トマト、かぼちゃ、わけぎ、にんにく、茶、たまねぎ、ウリ、キウイ、マスカットetc.（※ 米はできない）
· 作物はほとんどが自分たちで消費、または子や孫へ分け与える。子どもが定期的に様子を見に来ては、肉や魚や日用品などを送り届けてくれる。
（⇒ 何の不便もない）
通りで出会ったDさん（女性）の語り　（大保木地区）
· 東宮神社で賑やかな獅子舞い祭りがある。
· 徒歩20～30分の距離にある友人の家で手伝いをした御礼にトマトをもらい帰宅途中。
--------------------------------------------------------------------------------
□9/4（金）

--------------------------------------------------------------------------------
· 中奥地区にある治平堂へ向かう途中、街からの野菜の出張売り現場を発見

· 道端でコミュニケーションを取る光景はごく普通であることを認識
----------------------------------------------------------
治平堂　（中奥地区）
· 中奥の庄屋であった工藤治平が祀られている場所。
（かつて工藤治平は伊予西条藩に年貢を納める際に、中奥では米ができないので、代わりに藩に金納の直訴に行ったが、これが理由で子ども共々処刑された。彼の死後、銀納が認められた）
· この工藤治平の生き様を敬い、大保木村の人々は皆彼を尊敬している。
治平堂の近くに住むEさん（女性）の語り　（中奥地区）
· かつては中奥地区に300人ほど住んでいたが、今では30人程度。
· 治平堂の管理をしている。
· 畑はいくらか人に貸しており、自分も食べる分の野菜ぐらいは栽培している。
· 余った作物は「ふれあいの里」や友人、近くを通った観光客にあげたりしている。

· 田舎の生活に何一つ不便さは感じていない。
· 唯一の恐怖は自然災害（台風、地震etc.）。
· 旅行には結構行く。
· 息子が松山に住んでおり、彼が来るついでに肉や魚を持って来てくれる。
· 週一で西条市の農家が出張売りに来る。
（⇒ 街の情報もそこで仕入れる？）

· 西条まつりには若い頃はよく行ったが今は行かない。
· 地域の祭り（獅子舞祭り）はあるが、中奥地区には獅子舞はない。
· 「公民館」「ふれあいの里」での行事には積極的に参加する。
（⇒ 人と地区をつなぐ機能を抜群に果たしている？）
· 空き家は多いので街の人が住むことは歓迎だが、実際に住み着く人はほとんどいない。

（田舎の生活が不慣れなため、一週間もいれば何をして良いかわからなくなり飽きる）
· おかずを作っては近所の家と交換したり差し入れたりする。
（⇒ コミュニケーションの一方法？）

· 大正琴を習っている。
郵便局近くに住むFさん（女性）の語り　（中奥地区）

· 旧大保木村にはかつて3000人ほどの住民がいたが、今では300人ほど。
· 寂しいので２匹の犬を飼う（１匹は対人用、もう１匹は対獣用）。
· 出身は中奥だが、働き盛りは西条市で40年ほど住んでいた。
（⇒ 西条市の家は今もそのまま置いてあり、台風が来たら避難しに行く）

· 夫は前田部落の人で、前田にはかつて300人ほどが住んでいたが、今は誰もいない。
· あちこち空き家だらけ。
· 「公民館」「ふれあいの里」での行事がなければ、他の地区の人と交流する機会はなくなる。（⇒ コミュニティの存続のために行事・祭事が果たす役割は大きい？）
· Gさん（男性，ふれあいの里職員）を筆頭に氏神祭りが再興されようとしている。
· 昔は林業で生計が立てられたが、今では何もないので街に出てしまう人は多い。
· 獅子舞祭りはしばらく音沙汰がなかったが、この度は“なぶり子”を担う子どもが２人いるので、数十年ぶりに復活される。
（⇒ 集落の方々は皆楽しみにしている）
（⇒ 獅子舞の踊りを覚えている人、教えられる人はどの程度いるのか？）
· 現存する浦山小学校には生徒が２人おり、その２人が今回“なぶり子”を担当する。
「石鎚ふれあいの里」代表のGさんの語り
· Gさんの出身は今治市。もともと大学では自然科学を専攻しており、自然環境に恵まれたこの地域でさらに多くのことを学びたいが故に西条に移住した。
· この地域は風が強く吹いたことから「大吹き⇒大保木」となったという説がある。
· もともと稲作に適した地域ではないため、昔は年貢を納めることに難儀しており、西条に米を買いに行って年貢を納めていた。（⇒ 工藤治平の逸話へ）
· 昭和30年までは3000人以上の住民がおり、林業や銅山での採掘業、水力発電のためのトンネル工事など職の当てはあったが、閉山とともに人が減っていった。500人まとめて移動したケースもある。
· 平成21年９月の時点では275人の住民がおり、黒瀬ダムより下には子供もいるが、上の方は平均75歳という。
· 産業は特にない。宗教関係と観光業程度。
· 西条は庭石として重宝される青石の産地として有名。昭和40～50年には盗石問題もあり、石に番号付けをするなどの対策が取られた。
· 400年以上続いた伝統技術や生活の知恵が途絶えてしまうことが懸念される。
· この辺りの人は誰もが質素・倹約の精神を持って暮らしている。
--------------------------------------------------------------------------------□9/5（土）
--------------------------------------------------------------------------------
· 西条農業高校の学生とともに行動

· 東宮神社を目指し、松ノ木部落を抜け、旧大保木小学校を通り過ぎ大保木地区の奥の方まで進む
· 道端でのコミュニケーションが今日も見られた
· 午後３時からは獅子舞の練習を見学する。また、“なぶり子”の体験させてもらうが技術的に難儀する
------------------------------------------------------------------------------
極楽寺近くの民家に住み畑を耕していたHさん（男性）の語り　（大保木地区／松ノ木）
· 今は小豆を作っている。
· 電気が通ったのは昭和５、６年頃。また、道路が整備されたのは20年ほど前。

· 昔は徒歩で片道２時間かけて学校へ通う子どももいた。冬場は提灯を持って通うなど厳しい環境にあった。

· かつては、丸太を肩に担いで県道まで運び出ていた。

· 車がなかった頃は、レールを通う電動のトロッコを使って荷物を運んでいた。

· 石垣（平積み型）の壊れた部分は自分で修復する。

· 台風が通り過ぎてから大根を栽培する予定。
· 稲作は比較的楽だが、引水できないので無理。

· 昔は鉄工所で働きつつ家で兼業農家をしていた。西条まで片道３時間かかった。

石鎚三十六王子社のとある社前で出会ったIさん（男性）の語り　（大保木地区）
· 王子社にある地蔵の管理をしている。
· 地蔵があらゆる災難や忌事から守ってくれる。（⇒ 信仰が強い？）
· 昔は社前の小さな広場に人が集まって盆踊りをしていた。
旧大保木小学校の近く、手入れが徹底されている民家に住むJさん（女性）の語り　（大保木地区）
· こんにゃくを作る際の灰を食べた後のとうもろこしを焼いて作っていた。
· 何から作る灰がこんにゃくを美味しくするか、色々と試行錯誤するのは楽しみでもある。

· 大保木地区に住む人々のほとんどは皆自分でお茶を作る。

· イノシシやハトやサルによる獣害を防ぐため、牛乳パックや発泡スチロールのトレイを畑付近にぶら下げ、ネットによる囲いを作っている。
· 西条市の環境局がごみを取りに来てくれないので燃えるごみは野焼きする他ない。

· ガラス類は市にお願いして取りに来てもらっている。ビニール類は種や実を持ち運ぶ道具として利用する。

· 野菜を作って水都市に売り生計を立てている。娘にあげたりもする。

（⇒ 市場に出す野菜は商品なので見た目をきれいにする必要があり、そのために夜なべをすることもある。）
· 正月の頃は干し柿を作り、それをあげる代わりに高級シャンプーをもらったこともある。

（⇒ 物々交換の関係）
· 葉たばこは年に一度しか取れないので、夫を街に働きに出して、農業には手伝いを雇ったりもしていた。
· 毎朝４時に起き、まず草を刈り、畑を見てから作業をする。昼ご飯は米と汁物、漬物といった質素な生活を繰り返している。
· 週に一度、西条市の中央病院への通院している。
（⇒ 大保木村の人はほとんど中央病院に通っているため、病院がコミュニケーションの場になっている？）

東宮神社

· 祭りのときは賑やかになる。

· 神社の祭事は大保木の人たちでやる。獅子舞も大保木の人がやる。

· 神社の手入れを徹底するために、大保木の人たちがそれぞれ10万円ずつ出し寄った。

· 神社の周りの掃除などは共同作業で行う。

· 神社の周りの林は、伊藤さんの管理によって特にきれいに草が刈り取られていた。
（⇒ 林の中が明るい。）
· 神社は２つの川の股の部分に位置しているため、洪水の被害は少ない。
獅子舞

· 鉦や太鼓に合わせて舞いが行われる。
· 意味は、作物を荒らす害虫や動物を退治＋農作物の豊作や家内安全の祈願。
· 昔は家々を回り、厄払いをしてはお金をもらっていた。
· 夜はもらったお金で反省会＋打ち上げをしていた。
· 昨年復活するまで数十年間行われていなかった。
· 獅子舞のリズムを知っている人はもうほとんどいない。
· 長い間なぶり子をやる子どもがおらず、伝統的な獅子舞は行われていなかった。
· 獅子舞はKさん（男性）が正式な形式ではないものの細々と続けていた。Kさんが“なぶり子”を担い、西条などに出張して獅子舞をしていた。
（⇒“なぶり子”は子供がやる方が画的に良いらしい）

· 西条市長が獅子舞を好きなため、獅子舞フェスティバルなどに力が入れられている。
--------------------------------------------------------------------------------
□9/6（日）

--------------------------------------------------------------------------------
· 前日と同じく西条農業高校の学生と午前は黒瀬地区へ向かう

· 午後は中奥地区を抜け細野地区へ

------------------------------------------------------------------------
黒瀬地区
· 「ふれあいの里」より下の方向へ歩を進める
· 黒瀬地区へ繋がる吊り橋が見つからず、道に迷って辺りを彷徨う
· 途中出会った人に「黒瀬にはもう人が住んでいない」と知らされる

· 黒瀬地区は平成１６年の台風による土砂災害で被害を受けて以来誰も住んでいないことが判明
Fさんの語り　（中奥地区）

· 大声を出せば隣人の体調や具合などが確認できる。
（⇒ 田舎ならではのコミュニケーションの方法？）
· 近所にイノシシ猟をやる男性が住んでいる。
（⇒ いつもイノシシ肉を分けてくれ、Fさんの心配をしてくれる）
· イノシシやサルが作物を荒らし始めたのは割と最近の話

· 見返りを求めて何かしらの親切行為をしているわけではない。おすそ分けなど自分がしてもらって嬉しいことは他人にも積極的にしようと心がけている。
· とりわけ小さなコミュニティでは、人との繋がりや和を重んじるのは自然のこと。

· かつては林業をやる人などで賑わっていたが、閉山とともに人が流れ出てしまった。

· 昔は米を求めに街へ繰り出し、木材や炭などを物々交換し米をもらっていた。

· 100年ほど前は、どの家もニワトリやウサギを飼って食用にしていた。
· 中奥地区で運転できる女性はFさんだけなので、街の病院へ行くときは、近所の人を車でピックして挙って行く。また、病院先で別の地区の人と会うことも多い。
（⇒ 病院を介したコミュニケーション/コミュニティの在り方。病院ですら楽しい？）

· Fさんは、女の子は手に職をつけたほうが良いという考えをもっている。（保守的？）
· 何不自由ない暮らしをしている。
· 若い人の参入は賑やかさや労力を伴うので歓迎しているが、現実には「田舎でゆっくりしたい」と話す街の人々ですらなかなか定着しない。

（ex. その昔、ドラムの練習をしたいがために空き家を借りに来た学生がいたが、一週間も定住できなかった。結局は田舎での時間の使い方を心得ていないためか？）

· 空き家の多くは街に出た人々の所有物で、その多くは週に一度畑をいじりに戻ってくる人なので、空き家といっても貸家にする人や、手放す人は基本的にいない。
· 行事には積極的に参加し、麓旬会や婦人会、老人会など様々なコミュニティが存在する。

· 昔は、隣のおばあさんが指導する草履作りを習いに公民館へ通っていて実に楽しかったが、今は腰を痛めてしまったためもう通えない。

· 治平さんの盆踊りは村民皆の楽しみ。毎年全員参加で昨年は200人ほどの集客。そのうち外部の小学校からが80人ほど。

（⇒ 実際に住んでいるのは200-80=120人ほど？275-120=155人は定住していない？）

· 街に住む自分の子どもは同居の準備をしてくれてはいるが、やはり田舎の空気や生活が好ましく、昔に生まれ育った場所へ戻ってきている。

· 孫やひ孫が可愛くて仕方がなく、頻繁にメールのやり取りをしている。
· 災害はやはり心配。台風が来れば「ふれあいの里」「公民館」へ避難する人や、街から子どもが迎えに来て子どもの家に避難する、あるいは街に自分の家を置いている人はそこに避難するなどの動きがある。
細野地区
· ヘアピンカーブの坂道を上がって行く閑静な地域

· Fさんの情報によると、細野の住民は一人暮らしが３人＋老夫婦が２組の合わせて７人

· 人の住んでいる気配はあるが、誰とも出会うことはなかった

--------------------------------------------------------------------------------
□9/7（月）

--------------------------------------------------------------------------------
· 午前は椿の植樹整備のため草刈りの手伝い

· 午後は発表
· 旧大保木村は、高嶺、大保木、上の原、浦山、兎之山、今宮、細野、中奥、前田、千野々、東之川、西之川の地区に分けられていた。
---------------------------------------------------------------
Gさんの語り
· 田舎や村などのコミュニティが小さい地域は、良い意味でも悪い意味でも情報がすぐ回る。（⇒ 悪い噂が流れ、居心地が悪くなるetc.）
· いわゆる「ムラ社会」では代々村内部の人々の繋がりは強いので、そういった人々の内向的な性質は否めない。（⇒ 外部の人間は参入しにくい。）
· Gさん自身も「ふれあいの里」で働き始めた当初は、新参者として地域住民とのコミュニケーションに難儀した。
（明るく受け容れてくれる人は勿論いたが、実際なかなか認めてくれない人もいた。）

· 「街の人間がここで生活し続けられるのか？」と懐疑的に思われていたこともあった。
· Gさん自身は、「ふれあいの里」で自分のやりたいこと（子供たちに自然科学を教えるetc.）を目的に働いている。
· 決して既存コミュニティに参入することで何かを提案したいわけではない。

（⇒ 集落の人々の生活はそのままに、なるがままにしておきたい。）
· 前田部落には決まった日に昔からの地区の祭りがあり、今現在全国に散らばっている前田出身の人たちは毎年この日に大保木に集まって食事会をしている。

（⇒ 祭りに対する信仰の強さの表れ？祭りがコミュニティの維持に強く寄与している？）

· 「ふれあいの里」で働くということは、大保木という地域に新たに参入することであり、つまりは昔から住んでいる地域の人々とコミュニケーションをする必要が出てくる。Gさんは、せっかくこの古いコミュニティに参入するのだから、100年以上続いた伝統文化や生活の知恵（炭焼きの方法、防獣害の方法etc.）をこのまま途絶えさせないよう、自らが伝承の媒体となることで後世に残していきたい、という信念を持っている。
--------------------------------------------------------------------------------
□9/8（火）

--------------------------------------------------------------------------------
· 市内観光

· 「うちぬき」を見て回る

· 西条市市役所で市の防災の取り組みの話を聞く

· 松山市が例年水不足の一方、西条市は水が豊富

· 役所の方々と羊や豚を食す

· 午後10時過ぎ、大阪南港へ向けて出港

